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議　
員　
十
和
田
市
は
災
害

に
強
い
ま
ち
と
感
じ
て
い
る

市
民
が
多
く
い
る
が
、八
甲
田

山
は
噴
火
が
起
き
る
可
能
性

の
あ
る
山
と
し
て
災
害
に
対

す
る
評
価
が
変
わ
っ
た
ほ
か
、

十
和
田
湖
周
辺
や
奥
入
瀬
渓

流
で
は
落
石
や
土
砂
崩
落
の

危
険
な
箇
所
が
多
く
あ
り
、広

い
範
囲
で
考
え
れ
ば
災
害
が

起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い

箇
所
が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
治
山
工
事
は
土
砂
の
流
出

を
防
止
す
る
こ
と
で
荒
廃
地

の
土
砂
の
移
動
が
な
く
な
り
、

森
林
に
復
旧
す
る
こ
と
が
一

番
の
目
標
だ
。水
源
涵
養
保
安

林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
森
林

は
荒
廃
地
を
復
旧
す
る
こ
と

で
森
林
を
育
て
、保
安
林
を
機

能
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
だ
。市

有
林
内
に
荒
廃
地
は
あ
る
か
。

農
林
部
長
　
市
有
林
内
で
山

地
災
害
を
引
き
起
こ
す
ほ
ど

に
荒
廃
し
て
い
る
森
林
は
あ

り
ま
せ
ん
。

議　
員　
市
と
し
て
森
林
税

の
導
入
を
県
に
要
請
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

市
　
長
　
森
林
税
は
東
北
で

も
青
森
以
外
の
五
県
は
県
税

で
実
施
し
て
い
ま
す
。間
伐
や
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
森
林
作

業
道
の
設
置
な
ど
、
森
林
整

備
を
行
う
ハ
ー
ド
事
業
と
、木

材
の
利
用
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、ま
た
自
然
環
境
学
習
な
ど

の
ソ
フ
ト
事
業
に
も
使
え
る

も
の
で
す
。森
林
税
の
導
入
は

里
山
づ
く
り
な
ど
に
大
変
有

効
な
財
源
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
県
と
協

議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議　
員　
こ
と
し
一
月
に
宣

言
さ
れ
た
健
康
都
市
宣
言
に

市
民
一
人
一
人
が
参
加
、参
画

す
る
た
め
に
も
具
体
的
取
り

組
み
が
必
要
だ
。総
合
体
育
セ

ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の

利
用
料
を
六
十
歳
以
上
は
値

下
げ
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
部
長
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
は
専
用
の
高
額
な
器
具
を

設
置
し
、
冷
暖
房
を
通
年
使

用
す
る
な
ど
多
く
の
費
用
が

か
か
る
こ
と
か
ら
料
金
変
更

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
が
、健

康
と
わ
だ
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー

の
参
加
賞
で
あ
る
セ
ン
タ
ー

二
階
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
無
料
利
用
券
を
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
利
用
ま
で
拡
大
で
き

る
よ
う
関
係
部
署
と
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議　
員　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
認
証
登
録
に
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

企
画
財
政
部
長
　
二
十
七
年

度
は
学
術
的
な
調
査
研
究
の

結
果
収
集
・
整
理
と
、
国
・

県
及
び
関
係
自
治
体
と
の
協

議
・
検
討
に
取
り
組
み
ま
す
。

二
十
八
年
度
か
ら
の
二
年
間

で
学
術
的
デ
ー
タ
の
補
足
調

査
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
そ
の
他

の
合
意
形
成
、
三
十
年
度
に

申
請
書
作
成
に
着
手
、
三
十

一
年
度
に
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国

内
委
員
会
と
の
調
整
を
行
い

た
い
と
考
え
て
お
り
、
順
調

に
進
む
と
登
録
決
定
は
平
成

三
十
二
年
ご
ろ
の
見
込
み
で

す
。
今
後
、
進
捗
状
況
等
を

勘
案
し
、
可
能
な
も
の
は
前

倒
し
で
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議　
員　
昨
年
三
月
に
水
循

環
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、

三
本
木
原
台
地
の
水
循
環
の

蘇
生
対
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

民
生
部
長
　
こ
れ
ま
で
治
山
、

治
水
、
農
業
、
工
業
、
飲
用
、

発
電
な
ど
、
個
々
の
分
野
別

に
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
水
循
環
基
本
法
の

成
立
に
よ
り
地
下
水
も
含
め

た
総
合
的
・
一
体
的
な
水
政

策
が
推
進
さ
れ
て
い
く
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
施
策

の
柱
と
な
る
国
の
基
本
計
画

が
本
年
夏
ご
ろ
を
め
ど
に
策

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
と

し
て
も
動
向
、
内
容
等
を
踏

ま
え
、
総
合
的
な
対
策
、
取

り
組
み
等
の
調
査
研
究
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議　
員　
消
費
者
被
害
が

年
々
増
大
し
て
い
る
が
、
被

害
防
止
対
策
と
市
消
費
者
の

会
の
育
成
強
化
策
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

民
生
部
長
　
現
在
は
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
を

二
名
に
増
員
し
、
相
談
体
制

の
拡
充
、
特
殊
詐
欺
へ
の
注

意
喚
起
や
啓
発
活
動
、
消
費

生
活
展
の
開
催
、
出
前
講
座

に
よ
る
消
費
者
教
育
の
推
進

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
消
費
生
活

の
向
上
を
目
的
に
掲
げ
る
消

費
者
の
会
に
つ
い
て
は
、
特

に
近
年
、
特
殊
詐
欺
な
ど
が

悪
質
・
巧
妙
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
同
会
が
果
た
す
役

割
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
一
層
の
支

援
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

９
議
員
が
市
政
を
問
う

久 慈　年 和
（市民連合クラブ）

有効な財源
　　　県と協議したい

森林税を導入して
　　　山林の保全を

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
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竹 島　勝 昭
（市民連合クラブ）

総面積の約 66％は森林です

お気軽にご相談ください


